
早
期
実
現
を
目
指
し
て
決
議

北
岩
手・北
三
陸
横
断
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　　

藤
岡
俊
策
さ
ん
は
、
昭
和

藤
岡
俊
策
さ
ん
は
、
昭
和
4444
年
に
江
刈
酪
農

年
に
江
刈
酪
農

協
同
組
合
（
現
新
い
わ
て
農
業
協
同
組
合
）
に

協
同
組
合
（
現
新
い
わ
て
農
業
協
同
組
合
）
に

就
職
し
、
組
合
職
員
と
し
て
乳
牛
の
改
良
や
生

就
職
し
、
組
合
職
員
と
し
て
乳
牛
の
改
良
や
生

産
技
術
指
導
、
後
継
者
育
成
に
力
を
入
れ
、
江

産
技
術
指
導
、
後
継
者
育
成
に
力
を
入
れ
、
江

刈
酪
農
生
産
部
会
の
結
成
な
ど
に
取
り
組
ま
れ

刈
酪
農
生
産
部
会
の
結
成
な
ど
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
町
農
業
委
員
と
し
て
５
期

ま
し
た
。
ま
た
、
町
農
業
委
員
と
し
て
５
期
1515

年
に
わ
た
り
、
耕
作
放
棄
地
対
策
や
小
規
模
農

年
に
わ
た
り
、
耕
作
放
棄
地
対
策
や
小
規
模
農

地
の
集
積
な
ど
地
域
の
農
業
基
盤
整
備
に
尽
力

地
の
集
積
な
ど
地
域
の
農
業
基
盤
整
備
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
約

　
現
在
も
約
6060
頭
を
飼
育
す
る
現
役
の
酪
農
家
。

頭
を
飼
育
す
る
現
役
の
酪
農
家
。

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
に
県
代
表
と
し

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
に
県
代
表
と
し

て
４
回
出
場
す
る
な
ど
乳
牛
改
良
の
高
い
技
術

て
４
回
出
場
す
る
な
ど
乳
牛
改
良
の
高
い
技
術

を
有
し
、
藤
岡
さ
ん
が
改
良
し
た
産
乳
能
力
の

を
有
し
、
藤
岡
さ
ん
が
改
良
し
た
産
乳
能
力
の

高
い
乳
用
牛
の
子
孫
は
県
内
外
に
広
ま
り
、
畜

高
い
乳
用
牛
の
子
孫
は
県
内
外
に
広
ま
り
、
畜

産
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。　

産
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。　

　
藤
岡
さ
ん
は
「『
牛
づ
く
り
は
人
づ
く
り
』
と

　
藤
岡
さ
ん
は
「『
牛
づ
く
り
は
人
づ
く
り
』
と

い
う
思
い
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
、
飼
料

い
う
思
い
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
、
飼
料

の
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
酪
農
家
の

の
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
酪
農
家
の

皆
さ
ん
が
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
が
整
い
、
こ

皆
さ
ん
が
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
が
整
い
、
こ

れ
か
ら
も
町
の
基
幹
産
業
が
発
展
す
る
こ
と
を

れ
か
ら
も
町
の
基
幹
産
業
が
発
展
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

願
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

畜産業の振興に尽力畜産業の振興に尽力
藤岡俊策藤岡俊策さん(73歳・田代）さん(73歳・田代）

旭日単光章旭日単光章春春 叙勲叙勲のの

北
北
岩
手・
北
三
陸
横
断
道
路
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
（
会
長
、
鈴

木
重
男
葛
巻
町
長
）
は
５
月
29

日
、
く
ず
ま
き
高
原
牧
場
も
く・

木
ド
ー
ム
で
、
第
４
回
決
起
大
会

を
開
催
し
、
関
係
者
や
来
賓
な
ど

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
路
線
は
、
昨
年
６
月
に
県
が

策
定
し
た
「
新
広
域
道
路
交
通
計

画
」
に
よ
り
、
高
規
格
道
路
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
も

の
の
個
別
路
線
の
調
査
に
着
手

し
て
い
な
い
構
想
路
線
と
し
て

「（
仮
称
）
久
慈
内
陸
道
路
」
の
名

称
で
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
長
の
鈴
木
町
長
は
「
こ
れ
ま

で
の
活
動
が
、
構
想
路
線
と
い
う

ひ
と
つ
の
成
果
に
結
び
つ
き
ま
し

た
。
本
路
線
は
、
農
山
漁
村
と
都

市
を
つ
な
ぐ
社
会
基
盤
で
あ
り
、

地
域
間
交
流
、
防
災
、
医
療
、
福

祉
な
ど
多
面
的
な
分
野
で
重
要
な

役
割
を
持
つ
も
の
で
、
早
期
実
現

に
向
か
っ
て
今
後
も
皆
さ
ん
と
結

束
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
鈴
木
俊
一
財
務
大
臣

は 

「
国
は
今
、
都
道
府
県
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
新
し
い
交
通
路
線

の
体
系
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
本
路
線
が
県
の
構
想
路

線
と
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
義

が
あ
り
、
実
現
に
向
け
今
後
も
着

実
に
進
ん
で
欲
し
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
齋
藤
徳
美
岩

手
大
学
名
誉
教
授
が
、
津
波
発
生

時
の
内
陸
部
の
後
方
支
援
拠
点
の

役
割
を
説
明
。
参
加
者
は
、
本
路

線
の
防
災
上
の
重
要
性
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
副
会
長
の
小
田
祐
士

野
田
村
長
が
大
会
決
議
を
読
み

上
げ
、
路
線
の
早
期
着
工・整
備
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
靱
化
、

予
算
の
確
保
や
人
員
体
制
の
強

化
な
ど
を
求
め
る
３
項
目
の
要

望
事
項
が
、
満
場
の
拍
手
で
決

議
さ
れ
ま
し
た
。　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
く
ず
ま
き
完
成

新
た
な
働
き
方
で
関
係
人
口
創
出
へ

　
「
テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
地・
く
ず
ま
き
」
を

目
指
す
取
り
組
み
の
中
心
と
な
る
施
設「
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
く
ず
ま
き
」
が
、
下

町
の
旧
葛
巻
幼
稚
園
舎
を
改
修
し
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
を
機
に
普
及
し
て
い
る
テ
レ

ワ
ー
ク
（
時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
な

い
働
き
方
）
な
ど
を
推
進
す
る
施
設
で
す
。

自
然
豊
か
で
子
育
て
環
境
が
充
実
し
て
い

る
本
町
で
新
た
な
働
き
方
を
推
奨
す
る
こ

と
で
、
都
市
部
か
ら
の
関
係
人
口
の
拡
大

と
将
来
的
な
移
住
、
定
住
の
促
進
を
ね
ら

い
と
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
に
は
無
料
ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
利
用
し

て
仕
事
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
、
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
が
行
え
る
会
議
室
な
ど
を
備
え
て
い

る
ほ
か
、酪
農
の
歴
史
が
学
べ
る
資
料
コ
ー

ナ
ー
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
の

利
用
も
可
能
で
す
。

　

当
面
は
施
設
の
一
部
を
除
き
無
料
で
貸

し
出
し
、
試
験
的
に
運
用
し
ま
す
。
利
用

に
は
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
☎
66-

２
１
１
１
内
線
２
２
５

広報くずまき・2022（令和４）年７月１日〔２〕〔３〕〔３〕2022（令和４）年７月１日・広報くずまき2022（令和４）年７月１日・広報くずまき

会長としてあいさつを述べる鈴木町長会長としてあいさつを述べる鈴木町長

大会に出席した関係市町村の皆さん大会に出席した関係市町村の皆さん

会の活動を激励する鈴木財務大臣㊨と基調講演会の活動を激励する鈴木財務大臣㊨と基調講演
を行う岩手大学の齋藤教授を行う岩手大学の齋藤教授

旧葛巻幼稚園の面影を残す外観（円内）と、研修会にも利用できるコワーキングスペース（働く人
が共同で利用する場所）

12企業向けに貸し出すシェアオフィ
ス（４室）3個人ワーク専用ブース（２
室）4冷蔵庫などの家電も備わった調
理室5酪農の歴史を学べる資料コー
ナー

112233

4455


